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思222Zi銭道蛇曲現象附いて
高.木聖*

鎮這蛇曲現象の位置 その位置は第Z，聞に示ナやうに烏取跨構内の東の端であって山陰線上にあっ

た。とムはちょうぎ図美線が南方から構内へ入って来る入口にあたってをる。との還は山陰線も殆

んE一直線に走ってをり，じ.かもとの現象の起ったりはその東南端に近い所であった。

第一国銭謹蛇曲現象。位置と甑居

@ 

その部分をも少し詳しく書いたのが第2園である。と Lは構内である関係上山陰線の北側には貨
三話議

事用の軌道が一本走ってをる。それはちょうEこの現
第=国鍛造蛇曲現象と他。

軌道との関係
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ε山陰線がたど一つ丈であった。

象の起ったあたりで怒ってをる。しかもとの線の上に

は現象が起ってゐ註かった。叉山陰線の南側には因美

線が入ってを.lJ，現象の起ったあたPから山陰線と平

行に伝って躍に向ってをるのである。とれば闘でも分

るやうに山陰線と平行にならたい聞は 300位の傾斜を

して入ってをるのである。との線にも現象段通学ゐ

たいので、ある。現象の起ったのよ主構内線路あまたあれ

銭道蛇曲現象銭路は第3園の如く蛇の様に曲ってゐた。しかし第2固に示ナやうに引績き三つも

出来て居た。西北端fl:出来たものは鳥取障上 !J500米位の腕にあって長さ20米位であった。それか

ら70米間隔を置いて失の蛇曲現象が起ってをるb その長きも20米であった。それから70米程間隔を

置いて叉現象を生じてをる。その長さは10米位であった。前二者はいづれも一波長を構成ナるにも
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第三園銭道蛇曲現象。詳細

る。

三たにとの犬釘は枕木と同じ運動したと考べてよいから，・枕木とその下に穀いである栗石との相封

運動とみる事ばする。曲ってをる部分の枕木は敷石の範圏から銭道ε共に脆出してを!J，設石を幾

分かき乱してをるが，曲ってゐ友い部分を見ると南東位にある枕木は小石を南東に押した形になっ

てをり，西北位にある枕木は小石を北西に押した形になってゐ?と。

致石は土地と同じ運動をtしたε考へてよい。

との様に銭道は曲ってをるに拘らヂ敷石の列は全々曲ってゐない。叉その附近も何等地上に異常

を言忍めないのである。

生成機誇 以上の欣態からヨたの援な事が考?られる。先づ敷石の長後の欣態から考へるlと，、恰も銭

路が敷石を押じたかの弔うに見える。とれば逆に敷石β万gpち土壌が銭路を墜縮したととになる。

それは土壌の方が銭路手 Dもよ P屡給され易いからであらう。そのた診に土壌ε一緒に墜縮ナる事
が出来ない宅、銭路自身'は蛇曲せさやるをJ得危ぐなったものと考へられる。それでは止釘の位置が逆で，

は友いかと思ふのであるが，土壌は堅紡したきDでは泣く，その後にはほど元に復したものと考へ

ればよい。銭路は一旦曲った以上はそのまムの欣態で残るから土壌が元に復ナる時，同時に止釘も

土壌と一緒に銭路をナべって最後の位置に来たものε足、ばれるかく考へれぽ蛇曲現象の位置の銭道命
の盛土に何等の愛イむを認め怠い理由となるのである。要ナ、るにとの現象の員図は銭路の万向の振動

によるものと決論ナるものである。
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